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第７章 防災指針 

 第２次春⽇市都市計画マスタープランでは、安全・安⼼まちづくりの基本的⽅向性として、災
害による被害を防ぐための「防災」と災害時の被害を最⼩化する「減災」の考え⽅を基本とし、
災害に強い市街地の形成を⽬指すとともに、市⺠、地域、⾏政が協働して防災、減災に取り組む
まちづくりを⽬指す、としています。 
 ⽴地適正化計画では、この基本的⽅向性を踏まえつつ、本市において想定される災害リスクを
踏まえた上で、防災・減災に向けた具体的な施策を防災指針として定め、安全・安⼼な都市づく
りを推進します 
 
７－１ 本市における災害リスク 

本市において想定される災害リスクは以下の通りです。次⾴以降で各種災害リスクの状況に
ついて整理します。 

災害リスク 状況 備考 

洪水 

御笠川⽔系の氾濫 
・市北部に、想定最⼤規模（Ｌ２）の場合に浸

⽔が想定されるエリアが存在する。 
福岡県御笠川⽔系御笠川洪
⽔浸⽔想定区域図 

洪水・雨水出水 

⼩規模河川の氾濫や内
⽔氾濫 

・県管理河川である諸岡川や⽜頸川沿い、⾬⽔
幹線沿いの低地部などに浸⽔に注意が必要
な区域が存在する。 

・１階建ての建物は垂直避難不可のため、早め
の⽔平避難（域外避難）が必要となる。 

春⽇市浸⽔ハザードマップ 

地震 

揺れや倒壊、⼤規模盛
⼟造成地の滑動崩落 

・県道 31 号線に沿って警固断層が存在し、発
災時には甚⼤な建物被害や⼈的被害が想定
される。 

・⾕埋め型盛⼟造成地が多く存在、地震に伴う
滑動崩落が想定される。 

春⽇市揺れやすさマップ、
春⽇市危険度マップ、福岡
県⼤規模盛⼟造成地マップ 

地震 

ため池の決壊 

・防災重点農業⽤ため池が９箇所存在し、決壊
時には下流部において浸⽔が想定される 

春⽇市ため池ハザードマッ
プ 

土砂災害 

急傾斜地の崩壊 
・ため池周辺や⾼低差があるエリアにおいて、

⼟砂災害特別警戒区域・⼟砂災害警戒区域が
存在する。そのうち⼀部は、建築物にも掛か
っている。 

⼟砂災害警戒区域 

 
  



春日市立地適正化計画 

121 

（１）洪水・雨水出水 

①御笠川水系の氾濫 

御笠川⽔系御笠川の洪⽔浸⽔想定区域について、計画規模の場合は春⽇市内における浸⽔は
想定されていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 御笠川水系御笠川洪水浸水想定区域（計画規模） 

資料：福岡県 御笠川水系御笠川洪水浸水想定区域図（計画規模） 

※この図は、御笠川水系御笠川の洪水予報区間、水位周知区間について、水防法の規定に基づき計画降雨により浸水が想定され

る区域、浸水した場合に想定される水深を表示した図面です。 

※この洪水浸水想定区域等は、指定時点の御笠川の河道及び洪水調節施設の整備状況を勘案して、洪水防御に関する計画の基本

となる年超過確率１／100（毎年、1 年間にその規模を超える洪水が発生する確率が１／100（１％））の降雨に伴う洪水により

御笠川が氾濫した場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測したものです。 

※なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の（決壊による）氾濫、シミュレーションの前提となる降雨を超える

規模の降雨による氾濫、高潮及び内水による氾濫等を考慮していませんので、この洪水浸水想定区域に指定されていない区域

においても浸水が発生する場合や、想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があります。 
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御笠川⽔系御笠川の洪⽔浸⽔想定区域について、想定最⼤規模の場合は市北部において浸⽔
が想定されています。市内で浸⽔が想定される下図⾚枠の範囲について、次ページに拡⼤図を⽰
します。 
  

図 御笠川水系御笠川洪水浸水想定区域（想定最大規模） 

資料：福岡県 御笠川水系御笠川洪水浸水想定区域図（想定最大規模） 

 
※この図は、御笠川水系御笠川の洪水予報区間、水位周知区間及び３（５）の河川の県管理区間について、水防法の規定により

指定された想定し得る最大規模の降雨（想定最大規模降雨）による浸水が想定される区域と浸水した場合に想定される水深を

表示した図面です。 

※この洪水浸水想定区域図は、指定時点の御笠川及び３（５）の河川の河道及び洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定し得

る最大規模の降雨に伴う洪水により、御笠川及び３（５）の河川が氾濫した場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測

したものです。 

※なお、このシミュレーションの実施にあたっては、御笠川及び３（５）の河川以外の河川の氾濫、御笠川以外の河川堤防の決

壊による氾濫、シミュレーションの前提となる降雨を超える規模の降雨による氾濫、高潮及び内水による氾濫等を考慮してい

ませんので、浸水が想定される範囲以外においても浸水が発生する場合や想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があり

ます。 

※この図は「洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第４版）（平成 27 年７月）」及び「福岡県洪水浸水想定区域図作成の手引き（平

成 30 年３月）」に基づいて破堤、越水又は溢水した場合に想定される浸水区域・浸水深を表示した図面です。 
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浸⽔深 3.0ｍの場合は２階の床⾼まで浸⽔するとされており、１階建ての建物では垂直避難が
できません。そのため、早めの浸⽔想定区域外への避難（⽔平避難）が必要となります。 

浸⽔が想定される区域については、春⽇市災害タイムライン及びマイ・タイムラインの取組と
連動して、早めの浸⽔想定区域外への避難（⽔平避難）を図ることとし、ソフト対策（避難等）
を条件に居住誘導区域から除外しないものとします。 
  

図 御笠川水系御笠川洪水浸水想定区域（想定最大規模）と垂直避難の可否 
資料：福岡県御笠川水系御笠川洪水浸水想定区域図、春日市都市計画基礎調査 

※建築物の垂直避難の可否は令和４年時点の状況です。 
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図 浸水深と避難行動 
資料：春日市 浸水ハザードマップ 

浸水深 浸水程度の目安 

5.0m 以上 ２階の屋根以上が浸⽔する 
3.0ｍ以上 5.0m 未満 5.0ｍになると２階の軒下まで浸⽔する 
0.5m 以上 3.0m 未満 0.5ｍ以上は床上浸⽔ 

3.0ｍになると２階の床⾼まで浸⽔する 
浸⽔深が 0.5ｍ（⼤⼈の膝）程度になると避難は困難になる 

0.5m 未満 0.5ｍ未満は床下浸⽔ 
※国土交通省 川の防災情報を基に作成しています。 
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図 浸水深（想定最大規模）と建物高さ 
資料：福岡県御笠川水系御笠川洪水浸水想定区域図、春日市都市計画基礎調査 
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浸⽔想定区域内には複数の指定緊急避難場所がありますが、春⽇北中学校（グラウンド）、⽇
の出⼩学校（グラウンド）、桜ヶ丘広場公園、桜ヶ丘公園は、浸⽔には不適とされています。 

浸⽔想定区域内には複数の指定避難所が存在していますが、春⽇北中学校、⽇の出⼩学校、桜
ヶ丘地区公⺠館、⽇の出町地区公⺠館は、浸⽔には「避難経路の浸⽔に注意」とされています。 

浸⽔想定区域内及び近接する指定緊急避難場所 （◯：適） 

防災関連施設 施設名 
災害別適否 想定収容人数 

（2 ㎡／人） 浸水 土砂 地震 

― 
※春⽇市浸⽔ハザード 
マップには記載なし 

桜ヶ丘広場公園  ◯ ◯ 2,219 ⼈ 

桜ヶ丘公園  ◯ ◯ 1,187 ⼈ 

⽇の出第１公園 ◯ ◯ ◯ 284 ⼈ 

⽇の出第２公園 ◯ ◯ ◯ 670 ⼈ 

収容避難場所 春⽇北中学校（グラウンド）  ◯ ◯ 4,246 ⼈ 

収容避難場所 ⽇の出⼩学校（グラウンド）  ◯ ◯ 4,832 ⼈ 

広域避難場所（公園・グラ
ウンドなど） 

⽇の出ふれあい公園 ◯ ◯ ◯ 3,801 ⼈ 

浸⽔想定区域内及び近接する指定避難所 （◯：適、△：避難経路の浸⽔に注意） 

防災関連施設 施設名 
災害別適否 想定収容人数 

（４㎡／人） 浸水 土砂 地震 

― 
※春⽇市浸⽔ハザード 
マップには記載なし 

春⽇北中学校 △ ◯ ◯ 417 ⼈ 

⽇の出⼩学校 △ ◯ ◯ 270 ⼈ 

サン・ビオ地区公⺠館  ◯ ◯ 61 ⼈ 

⼀時避難所（公⺠館） 桜ヶ丘地区公⺠館 △ ◯ ◯ 57 ⼈ 

⼀時避難所（公⺠館） ⽇の出町地区公⺠館 
（⽇の出町コミュニティ供⽤施設） 

△ ◯ ◯ 
60 ⼈ 

 

  

資料：春日市 地域防災計画【資料編】 

図 春日市浸水ハザードマップにおける防災関連施設の位置付け 
資料：春日市浸水ハザードマップ 
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浸⽔想定区域内から浸⽔想定区域外にかけて、幅員６ｍ以上 15ｍ未満の道路や幅員４ｍ以上
６ｍ未満の道路が複数あり、これらの道路を避難路として、御笠川の⽔位やタイムラインを踏ま
えて早い段階で浸⽔想定区域外へ避難（⽔平避難）することが重要です。 

  

図 浸水深（想定最大規模）と指定緊急避難場所・指定避難所、道路幅員 
資料：福岡県御笠川水系御笠川洪水浸水想定区域図、春日市都市計画基礎調査 
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②小規模河川の氾濫や内水氾濫 

諸岡川や⽜頸川沿い、⾬⽔幹線沿いの低地部などに「浸⽔に注意が必要な区域」（⼤⾬時に危
険となる可能性が⾼い区域）が存在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 浸水に注意が必要な区域 
資料：春日市 浸水ハザードマップ 

※「浸水に注意が必要な区域」とは過去の浸水実績をもと
に大雨時に危険となる可能性の高い区域を指します。 
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（２）地震 

2005 年の福岡県⻄⽅沖地震では、それまで知られていた陸内の警固断層ではなく、その北⻄
延⻑上の⽞界灘で発⽣しました。この地震の余震域と警固断層は、直線状にほぼ連続しているこ
とから、⼀連の活断層帯であると考えられ、これらをまとめて、警固断層としています。 

警固断層帯は、福岡市東区志賀島北⻄沖の⽞界灘から、博多湾、福岡市中央区、同市南区、春
⽇市、⼤野城市、太宰府市を経て、筑紫野市に⾄る断層帯です。 

断層帯の⻑さは 55km 程度で、過去の活動時期の違いから、福岡県⻄⽅沖地震の震源域にあ
たる⽞界灘から志賀島にかけての北⻄部と、志賀島南⽅沖の博多湾から筑紫野市の警固断層に
あたる南東部に区分されます。 

本市を縦断する警固断層南東部は、国の発表によると、30 年以内の地震発⽣確率が 0.3％〜
6.0％と⾼いことから、警戒が必要となります。 

＜本市で想定される地震のタイプ＞ 

・⼤陸プレート内の活断層を震源とする地震が想定されています。1995 年の阪神淡路⼤震災
をはじめ、2005 年の福岡⻄⽅沖地震、2016 年の熊本地震など多くの地震の原因となって
います。春⽇市においても、このタイプの地震が想定されています。 

＜想定震度＞ 

・警固断層帯南東部では、マグニチュード 7.2 程度の地震が発⽣すると推定されます。その際
には近傍の地表⾯で、２ｍ程度の左横ずれを⽣じる可能性があります。 

 
 

 

  

図 警固断層（春日市北東部を縦断する活断層帯） 
資料：春日市地震ハザードマップ 保存版（令和４年８月発行） 
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１） 揺れに伴う建物の倒壊、大規模盛土造成地の滑動崩落 

春⽇⼤通りに沿って、春⽇市北東部を縦断する警固断層が存在し、発災時には建物被害や⼈的
被害の甚⼤な被害が想定されています。 

 

 

 

 

 

  

図 危険度マップ 

資料：春日市 揺れやすさマップ 

図 揺れやすさマップ 

資料：春日市 揺れやすさマップ 
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市内各地に⾕埋め型の⼤規模盛⼟造成地が多く存在し、地震に伴う滑動崩落が想定されます。 

 

 

 

 

 

  

図 大規模盛土造成地マップ（春日市） 

資料：福岡県 大規模盛土造成地マップ 
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２）ため池の決壊 

防災重点農業⽤ため池※の指定を受けているため池は、⽩⽔池、寺⽥池、社池、須玖新池、⼤
牟⽥池、ヒシャテガ浦池、上散⽥池、重池、惣利池の９箇所存在します。 

将来想定される地震等により決壊した場合には、下流部において浸⽔が想定されるため、それ
ぞれの防災重点農業⽤ため池について「春⽇市ため池ハザードマップ」を作成しています。 

 

 

 

  

※防災重点農業用ため池とは、決壊した場合の浸水区域に家屋や公共施設などが存在し、人的被害を与えるおそれのあるた

め池のことです。防災重点農業用ため池は、ため池と家屋等との距離や貯水量により選定されており、ため池自体の危険

性によって選定されたものではありません。 
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図 春日市ため池ハザードマップ（白水池） 

資料：春日市ため池ハザードマップ（令和６年３月） 
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図 春日市ため池ハザードマップ（寺田池） 

資料：春日市ため池ハザードマップ（令和６年３月） 
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図 春日市ため池ハザードマップ（社池） 

資料：春日市ため池ハザードマップ（令和６年３月） 
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図 春日市ため池ハザードマップ（須玖新池） 

資料：春日市ため池ハザードマップ（令和６年３月） 
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図 春日市ため池ハザードマップ（大牟田池） 

資料：春日市ため池ハザードマップ（令和６年３月） 
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図 春日市ため池ハザードマップ（ヒシャテガ浦池） 

資料：春日市ため池ハザードマップ（令和６年３月） 



春日市立地適正化計画 

139 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 春日市ため池ハザードマップ（上散田池） 

資料：春日市ため池ハザードマップ（令和６年３月） 
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図 春日市ため池ハザードマップ（重池） 

資料：春日市ため池ハザードマップ（令和６年３月） 
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図 春日市ため池ハザードマップ（惣利池） 

資料：春日市ため池ハザードマップ（令和６年３月） 
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（３）土砂災害 

春⽇貯⽔池等のため池周辺、春⽇神社周辺、天神⼭周辺には、⼟砂災害特別警戒区域（建築物
に損傷が⽣じ、住⺠等の⽣命⼜は⾝体に著しい危害が⽣じるおそれがある区域）、⼟砂災害警戒
区域（⼟砂災害のおそれがある区域）が指定されています。そのうち⼀部は、建築物にも掛かっ
ています。 

 

  

図 土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域 

資料：春日市土砂災害警戒区域 
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７－２ 取組方針 

本市において想定される災害リスクを踏まえ、本計画においては、ハード対策やソフト対策に
よる災害リスクの低減、安全性の⾼い⼟地利⽤や建て⽅の規制・誘導（居住誘導区域外から区域
内への移転の誘導等）等による災害リスクの回避を組み合わせた取組⽅針を設定します。 

⼟砂災害特別警戒区域・⼟砂災害警戒区域等の災害リスクの⾼い区域について、居住誘導区域
から除外し、災害リスクの⾼い居住誘導区域外から安全性の⾼い居住誘導区域内への誘導を図
ります。また、災害リスクの⾼いエリアにおける安全性の⾼い建て⽅の誘導等を図ります。 

 

 

災害リスク 本市における状況  取組方針 

御笠川⽔系の氾濫 市北部に、想定最⼤規模（Ｌ２）の場合に
浸⽔が想定されるエリアが存在 
 

（１）ソフト対策 
（避難、⾃助・共助・
公助・協働の取組等） 

⼩規模河川の氾濫
や内⽔氾濫 

県管理河川である諸岡川や⽜頸川沿い、⾬
⽔幹線沿いの低地部などに浸⽔に注意が必
要な区域が存在 
１階建ての建物は垂直避難不可のため、早
めの⽔平避難（域外避難）が必要 
 

 

ため池の決壊 防災重点農業⽤ため池が９箇所存在し、決
壊時には下流部において浸⽔が想定される 

 （２）
ハード
対策 

１）河川整
備及び流出
抑制対策等 

⼟砂災害（急傾斜地
の崩壊） 

ため池周辺や⾼低差があるエリアにおい
て、⼟砂災害特別警戒区域・⼟砂災害警戒
区域が存在 
そのうち⼀部は、建築物にも掛かっている 
 

 ２）安全性の
⾼ い ⼟ 地 利
⽤の誘導 

地震による揺れ、 
⼤規模盛⼟造成地
の滑動崩落 
 

県道 31 号線に沿って警固断層が存在、 
⾕埋め型盛⼟造成地が多く存在 

 ３）安全性
の⾼い建て
⽅の誘導 
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７－３ 具体的取組、スケジュール、目標値 

取組⽅針を踏まえ、具体的取組を以下のように整理します。なお、具体的取組は、「第６次春
⽇市総合計画」、「国⼟強靭化地域計画」、「春⽇市地域防災計画」に基づく取組や新たな取組、県
の取組等を踏まえて設定し、各取組に対応した時期、指標、⽬標値を設定し進めていきます。 

 

（１）ソフト対策 

ハザードマップによる災害リスクの周知や早期の避難、⾃助・共助・公助・協働の取組等によ
り、災害から命を守ります。 

具体的な取組 
実施 

主体 

実施時期 

短期 

（５年） 

中期 

（10 年） 

長期 

（20 年） 

① ⾵⽔害による被害の減少、ハザードマップ
を活⽤した危険箇所の周知 市    

② ため池保全等基本計画策定（あり⽅検討）、
⾬⽔出⽔浸⽔想定区域図の作成 市    

③ 春⽇市災害タイムラインの策定 
市 

 
 

  

④ 災害対応能⼒の向上、総合防災訓練や職員
参集訓練等の実施 市    

⑤ ⾃主防災組織の活性化（全 35 地区⾃治会
で設⽴済）、防災訓練の⽀援（地域での防
災講座やワークショップ等の開催、地区防
災計画、マイ・タイムラインの作成の促進
等） 

市    

⑥ 消防団の組織⼒の強化、消防組合及び消防
団との連携強化 市    

⑦ 地域で避難⾏動要⽀援者の避難⽀援がで
きる体制の構築（避難⾏動要⽀援者避難⽀
援プラン） 

市    

⑧ 要配慮者利⽤施設の避難確保計画の策定
等  市    

 

  

実施中、継続的に実施 

策定中、継続的に更新 

実施中、継続的に実施 

実施中、継続的に実施 

実施中、継続的に実施 

実施中、継続的に実施 

実施中、継続的に実施 

策定済、継続更新 
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タイムラインとは、災害時に発⽣する状況をあらかじめ想定し、防災⾏動とその実施主体を時
系列で整理した計画です。災害時に取るべき防災⾏動を決定しておくことにより、先を⾒越した
早⽬の⾏動や、防災⾏動の抜け、漏れ、落ちの防⽌につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

図 春日市災害タイムライン 

資料：春日市災害タイムライン 

図 自主防災訓練の例（実働） 

資料：春日市自主防災訓練の実施（自治会向け）資料 
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マイ・タイムラインとは住⺠⼀⼈ひとりのタイムライン（防災⾏動計画）であり、台⾵等の接
近による⼤⾬によって河川の⽔位が上昇する時に、⾃分⾃⾝がとる標準的な防災⾏動を時系列
的に整理し、⾃ら考え命を守る避難⾏動のための⼀助とするものです。 

その検討過程では、市区町村が作成・公表した洪⽔ハザードマップを⽤いて、⾃らの様々な洪
⽔リスクを知り、どの様な避難⾏動が必要か、また、どういうタイミングで避難することがよい
のかを⾃ら考え、さらには、家族と⼀緒に⽇常的に考えるものです。 

 

  

図 マイ・タイムラインのイメージ 

資料：国土交通省 小中学生向けマイ・タイムライン検討ツール ～逃げキッド～ 
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（２）ハード対策 

１）河川整備及び流出抑制対策等 

河川、⾬⽔幹線、貯留・浸透施設の整備等の施設整備により、災害リスクの発⽣頻度や発災時
の被害の規模の低減を図ります。 

具体的な取組 
実施 

主体 

実施時期 

短期 

（５年） 

中期 

（10 年） 

長期 

（20 年） 

① 御笠川の河川整備（河床掘削・河道拡幅、河川
横断構造物の改築等、施⾏区間：河⼝〜五条橋） 
（御笠川⽔系河川整備計画） 

県    

② ⾬⽔幹線の掘下げや⾬⽔貯留施設の整備によ
る、⾬⽔幹線の流下能⼒の向上や⾬⽔の流出抑
制 

市 
   

③ 貯留・浸透施設の整備、開発⾏為等整備要綱に
基づく⾬⽔流出抑制施設、透⽔ます・浸透側溝
等の設置促進 

市    

④ ため池のストックの適正化（適切な維持管理、
⽤途変更等） 市    

⑤ 防災機能を有する公園の機能維持、既存公園の
改善（グリーンインフラ） 市    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 水災害に対する具体的な取組の記載例 

資料：国土交通省「立地適正化計画の手引き」 

実施中、継続的に実施 

実施中、継続的に実施 

実施中、継続的に実施 

実施中、継続的に実施 

実施中、継続的に実施 
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図 グリーンインフラ、雨水貯留施設の整備イメージ 

資料：国土交通省「グリーンインフラ活用型都市構築支援事業」 
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２）安全性の高い土地利用の誘導 

⼟砂災害特別警戒区域・⼟砂災害警戒区域の災害リスクの⾼い区域について、居住誘導区域か
ら除外し、届出制度により新たな住宅等の⽴地を抑制します。 

※現状で土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に立地している住宅等については、ただちに何らかの対応が必要というこ

とではありません。 

具体的な取組 
実施 

主体 

実施時期 

短期 

（５年） 

中期 

（10 年） 

長期 

（20 年） 

① 災害リスクの⾼いエリアを居住誘導区域から
除外し、災害リスクの低いエリアに居住を誘導 

※都市計画運⽤指針を踏まえ、⼟砂災害特別警戒区
域及び⼟砂災害警戒区域については、居住誘導区
域に含みません。 

市    

 

 

３）安全性の高い建て方の誘導 

地震による揺れ、⼤規模盛⼟造成地の滑動崩落による被害の軽減を図るため、公共建築物や住
宅の耐震化、宅地耐震化を推進します。 

具体的な取組 
実施 

主体 

実施時期 

短期 

（５年） 

中期 

（10 年） 

長期 

（20 年） 

① 公共建築物の耐震化 市    
② ⺠間特定建築物の耐震化 市 

③ 住宅の耐震化 市    
④ 耐震改修促進に向けた効果的な普及啓発 市 
⑤ 耐震改修の促進、耐震診断アドバイザー制度の

啓発 市 

⑥ 宅地耐震化の推進（⼤規模盛⼟造成地滑動崩落
防⽌事業） 市、県    

  

継続的に実施 

実施中、継続的に実施 

実施中、継続的に実施 

実施中、継続的に実施 
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災害リスクと具合的取組の関係をまとめると、以下の通りとなります。 

 

表 災害リスクと具体的取組の関係 

 御笠川⽔系の氾
濫 

⼩規模河川の氾
濫や内⽔氾濫 

ため池の決壊 ⼟砂災害（急傾
斜地の崩壊） 

地 震 に よ る 揺
れ、⼤規模盛⼟
造成地の滑動崩
落 

︵
１
︶
ソ
フ
ト
対
策 

① ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

②   ◯   

③ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

④ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

⑤ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

⑥ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

⑦ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

⑧ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

︵
２
︶
ハ
ổ
ド
対
策 

１
︶
河
川
整
備
及
び 

流
出
抑
制
対
策
等 

① ◯     

② ◯ ◯ ◯   

③ ◯ ◯ ◯   

④  ◯ ◯   

⑤  ◯ ◯   

２
︶
安
全
性
の
⾼
い

⼟
地
利
⽤
の
誘
導 

① 

   

◯ 

 

３
︶
安
全
性
の
⾼
い 

建
て
⽅
の
誘
導 

①     ◯ 

②     ◯ 

③     ◯ 

④     ◯ 

⑤     ◯ 

⑥     ◯ 
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（３）目標値 

前項の具体的な取組を踏まえ、防災指針としての主な⽬標値を以下の通り設定します。 

なお、本計画の期間は 20 年間ですが、既に実施している取組を継続的に実施し短期的な⽬標
達成を図る観点から、⽬標値は短期の⽬標値とし、その後も継続的に実施することにより更なる
向上を図ります。 

 
具体的な取組 指標 現状値 目標値 

⾵⽔害による被害の減少、ハザードマップ
を活⽤した危険箇所の周知 

災害時の避難場所を知ってい
る市⺠の割合 

73.9% 
（令和２年度） 

90.0% 
（令和７年度） 

⾃主防災組織の活性化（全 35 地区⾃治会で
設⽴済）、防災訓練の⽀援（地域での防災講
座やワークショップ等の開催、地区防災計
画、マイ・タイムラインの作成の促進等） 

⾃主防災訓練の訓練実施割合 
77.7% 

（令和４年度） 
100％ 

（令和７年度） 

要配慮者利⽤施設の避難確保計画の策定等 要配慮者利⽤施設の避難確保
計画の策定の割合 

40% 
（令和５年度） 

100％ 
（令和９年度） 

⾬⽔幹線の掘下げや⾬⽔貯留施設の整備に
よる、⾬⽔幹線の流下能⼒の向上や⾬⽔の

流出抑制 
⾬⽔幹線整備率 

64.48％ 
（令和４年度） 

64.50％ 
（令和７年度） 

公共建築物の耐震化 
特定建築物の耐震化率 

92.6％ 
（平成 25 年） 

95％ 
（令和７年度） ⺠間特定建築物の耐震化 

住宅の耐震化 
住宅の耐震化率 

90.1％ 
（平成 25 年） 

95％ 
（令和７年度） 耐震改修の促進、耐震診断アドバイザー 

制度の啓発 
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